
＜様式１＞

28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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フッ化物洗口推進事業
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　○実施予定校において、給食後、保護者及び本人がフッ化物洗口を希望する児童に対して、週１回実施する。
　○実施予定校は、順次拡充する予定である。
　　①平成２６年度　　２校（東大村小・黒木小）
　　②平成２７年度　　７校（平成２６年度実施校＋三浦小・鈴田小・萱瀬小・松原小・西大村小）
　　③平成２８年度　１１校（平成２７年度実施校＋三城小・大村小・中央小・旭が丘小・竹松小・放虎原小・富の原
小）
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　定期的なフッ化物洗口を実施することで、むし歯予防のさらなる促進と生涯を通じた歯の健康づくりに対する児
童及び保護者の意識の高揚を図る。
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

２
次
評
価

担当者意見のとおり

【必要性】

高い やや高い

対象外

【コスト】

【負担割合】 見直しの余地なし

削減の余地なし

事業が抱える問題・課題等

有
効
性

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

今年度中、すべての小学校（１５校）においてフッ化物洗口を実施環境を整える。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

　フッ化物洗口は、希望者のみの実施であり、今後推進していくうえからも実施希望者から経費を徴収することは難しい。

削減の余地あり 該当なし

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

現状維持

終期設定

今後の方向性

高い やや高い

　週１回のフッ化物洗口により、むし歯の保有率が軽減されるものと推測される。

【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

　フッ化物洗口の実施により、進んでむし歯を予防すしようとする習慣が身に付き、ひいては健康教育の推進につながるもので
ある。

やや低い

該当なし

高い やや高い 低い

低い

　第二次大村市歯科保健計画に基づき、児童期のむし歯予防対策を市が積極的に推進する必要がある。

該当なし

低い 該当なし

　定期的なフッ化物洗口によるむし歯予防対策は、歯科保健習慣形成のために必要である。

低い 該当なし
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